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主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,381 人 ( 前 月 比 ▲ 43) 男 39,944 人　 女 40,437 人　29,175 世 帯 11 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 障害者控除対象者に認定書を交付します　　　  P13

● 石岡市まちかど情報センター
 　指定管理者を募集 　　　　　　　　　　　　　 P20

● 12 月 12 日投票日
　 茨城県議会議員一般選挙　　　　　　　　　　　P2

● 年末年始休業期間のお知らせ　　　　　　　　　P4

● 地域防災訓練
　 風水害や土砂災害から身を守るために　　　　　P6

　上青柳の集落を遠くから望むと、
背景に筑波山の姿を見ることができ
ます。
　晩秋の景色の中に佇

たたず

むこの茅葺き
民家は、明治２年に建てられました。
同じ敷地の中には、コクゾウサマと
呼ばれる茅葺きの建物もあります。

山
さんろく

麓の茅葺き民家

（上青柳）
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●
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な

い
と
き
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

12
月
４
日
（
土
）
か
ら　
　

　
　
　
　
　

11
日
（
土
）
ま
で

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
８
時
ま
で

場
所　

石
岡
市
役
所

　
　
　

八
郷
総
合
支
所

　
　
　

石
岡
駅（
市
観
光
案
内
所
内
）

※
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

持
参
く
だ
さ
い
。

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

す
る
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
病
院
な
ど
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

●
投
票
で
き
る
人

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
人
（
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
人
）
が
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
３
か
月
以
上
石
岡
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人
（
平
成
22
年
９
月
２
日
ま

で
に
転
入
手
続
き
を
し
た
人
）

②
平
成
２
年
12
月
13
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

●
投
票
所
入
場
券

　

入
場
券
は
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
名
簿

が
備
え
て
あ
る
投
票
所
か
期
日
前
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

☆
県
内
で
引
越
し
た
人
へ

　

平
成
22
年
９
月
３
日
以
降
に
県
内

の
市
町
村
か
ら
市
内
に
転
入
し
た
人

は
、
前
住
所
地
で
投
票
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
前
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
住
所
地
で
投
票
を
す
る

場
合
は
、
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を

有
す
る
こ
と
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
投
票
時
間
と
投
票
場
所

日
時　

平
成
22
年
12
月
12
日
（
日
）

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で　

※
投
票
は
、
午
後
６
時
ま
で
で
す
の

で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
場
所　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
場
所

※
投
票
に
行
く
と
き
に
は
、
自
分
の

投
票
所
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
場
所
が
変
更
に
な
っ
た
所
が

あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
一
覧
を
参

照
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
１
月
７
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
、12
月
３
日（
金
）
に
告
示
さ
れ
、12
日（
日
）
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
希
望

す
る
人
は
、
12
月
８
日
（
水
）
ま
で

に
有
効
期
間
の
過
ぎ
て
い
な
い
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、
自
宅

か
ら
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
に
必
要
な
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
証
明
書
の
発
行
に
は
、
お
よ
そ
４

日
か
か
り
ま
す
）

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

１
級

２
級

３
級

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機

能

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸

○

○

免
疫
、
肝
臓

○

○

○

戦
傷
病
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

特
別

項
症

第
１

項
症

第
２

項
症

第
３

項
症

両
下
肢
、
体
幹

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、

肝
臓

○

○

○

○

介
護
保
険
の

          

被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分　

５

 
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

 
12
月

12
日

日 

投
票
日

●
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
５
）

1212

12

投
票
時
間 

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

●
開
票
（
即
日
開
票
）

日
時　

12
月
12
日 

午
後
８
時
〜

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

※
投
票
お
よ
び
開
票
状
況
の
速
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

  http://www.city.ishioka.lg.jp/
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投
票
区

投
票
所
名

所
在
地

第
１
投
票
区

石
岡
市
民
会
館

総
社
一
丁
目
２
番
５
号

第
２
投
票
区

府
中
中
学
校

若
松
二
丁
目
６
番
５
号

第
３
投
票
区

府
中
地
区
公
民
館

府
中
五
丁
目
５
番
17
号

第
４
投
票
区

大
砂
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

大
砂
１
０
４
１
５
番
地
１

第
５
投
票
区

国
府
地
区
公
民
館

国
府
五
丁
目
７
番
１
号

第
６
投
票
区

東
地
区
公
民
館

東
石
岡
四
丁
目
６
番
24
号

第
７
投
票
区

ケ
ア
ホ
ー
ム
常
陸
国
府
館　

注

府
中
一
丁
目
３
番
９
号

第
８
投
票
区

染
谷
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

染
谷
１
０
９
５
番
地

第
９
投
票
区

北
小
学
校

根
当
１
０
９
４
９
番
地

第
10
投
票
区

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

石
岡
２
１
４
９
番
地
３

第
11
投
票
区

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

杉
並
二
丁
目
１
番
１
号

第
12
投
票
区

中
央
公
民
館
高
浜
分
館

高
浜
７
９
４
番
地
１

第
13
投
票
区

中
津
川
公
民
館

中
津
川
５
５
６
番
地

第
14
投
票
区

児
童
セ
ン
タ
ー

旭
台
三
丁
目
９
番
21
号

第
15
投
票
区

中
央
公
民
館
東
大
橋
分
館

東
大
橋
１
６
２
３
番
地
２

第
16
投
票
区

小
井
戸
公
民
館

小
井
戸
３
１
８
番
地

第
17
投
票
区

三
村
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

三
村
１
７
７
２
番
地

第
18
投
票
区

城
南
地
区
公
民
館

三
村
７
１
０
９
番
地

第
19
投
票
区

水
内
公
民
館

三
村
２
１
３
９
番
地
２

第
20
投
票
区

台
石
川
公
民
館

石
川
９
１
５
番
地

第
21
投
票
区

井
関
・
代
田
公
民
館

井
関
１
０
５
２
番
地

第
22
投
票
区

八
木
公
民
館

井
関
２
２
３
５
番
地

第
23
投
票
区

正
上
内
公
民
館

正
上
内
１
２
番
12
号

第
24
投
票
区

湖
北
水
道
企
業
団

田
島
二
丁
目
６
番
４
号

第
25
投
票
区

南
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

南
台
二
丁
目
23
番
１
号

投
票
区

投
票
所
名

所
在
地

第
26
投
票
区

農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

柿
岡
２
１
５
５
番
地

第
27
投
票
区

八
重
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

柿
岡
４
７
４
２
番
地

第
28
投
票
区

片
野
集
会
所

片
野
１
５
７
番
地

第
29
投
票
区

小
幡
会
館

小
幡
８
５
０
番
地
２

第
30
投
票
区

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

須
釜
１
３
０
０
番
地
１

第
31
投
票
区

下
青
柳
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

下
青
柳
１
３
０
番
地

第
32
投
票
区

葦
穂
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

上
曽
１
１
９
５
番
地
１

第
33
投
票
区

吉
生
小
学
校

吉
生
５
１
３
番
地
２

第
34
投
票
区

葦
穂
小
学
校
体
育
館

小
屋
１
０
５
４
番
地

第
35
投
票
区

大
増
多
目
的
セ
ン
タ
ー

大
増
３
６
０
６
番
地

第
36
投
票
区

大
塚
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
塚
７
４
８
番
地
１

第
37
投
票
区

中
戸
集
落
集
会
施
設

中
戸
８
９
４
番
地

第
38
投
票
区

恋
瀬
地
区
公
民
館

小
見
８
２
７
番
地
１

第
39
投
票
区

瓦
会
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

瓦
谷
４
３
０
番
地
１

第
40
投
票
区

宇
治
会
第
一
区
公
民
館

宇
治
会
３
２
４
５
番
地
１

第
41
投
票
区

山
崎
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

山
崎
５
０
５
番
地

第
42
投
票
区

園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

真
家
１
９
２
１
番
地

第
43
投
票
区

東
成
井
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

東
成
井
１
１
７
９
番
地

第
44
投
票
区

鶴
沼
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

東
成
井
１
９
７
８
番
地
１

第
45
投
票
区

林
地
区
公
民
館

下
林
８
６
２
番
地
１

第
46
投
票
区

戸
ノ
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

下
林
２
２
０
１
番
地
２

第
47
投
票
区

片
岡
本
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

片
岡
１
０
３
３
番
地
２

第
48
投
票
区

根
小
屋
公
民
館

根
小
屋
１
６
６
６
番
地

第
49
投
票
区

半
田
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

半
田
４
１
１
番
地

第
50
投
票
区

川
又
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

川
又
６
９
番
地
１

第
51
投
票
区

月
岡
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

月
岡
８
８
０
番
地
６

第
52
投
票
区

朝
日
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
（
旧
朝
日
小
学
校
体
育
館
）

柴
内
６
３
０
番
地

投 票 所 一 覧投票場所が変更になった投票区
注　第７投票区　石岡商工会議所会館　→　ケアホーム常陸国府館

　３　 広報いしおか　№１２４



施　

設　

名

12

月

1

月

月

火

水

木

金

土

日

月

火

27

28

29

30

31

1

2

3

4

スポーツ施設

石
岡
運
動
公
園

　

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

☎
４
３
・
６
８
８
４

石
岡
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
５
１
９
１

柏
原
野
球
公
園

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

石
岡
小
学
校
温
水
プ
ー
ル

　

☎
２
３
・
１
０
８
８

その他の施設

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

　

☎
３
５
・
１
１
２
６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

常
陸
風
土
記
の
丘

　

☎
２
３
・
３
８
８
８

朝
日
里
山
学
校

　

☎
５
１
・
３
１
１
７

旭
台
会
館

　

☎
２
６
・
１
３
６
６

白
雲
荘

　

☎
２
６
・
４
１
２
６

社
会
福
祉
協
議
会 

石
岡
本
所

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

社
会
福
祉
協
議
会 

八
郷
支
所 

　

☎
３
６
・
４
３
１
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
７
・
５
１
７
１

乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト

　

☎
２
３
・
５
５
０
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
３
３
９
９

石
岡
地
方
斎
場

　

☎
２
２
・
６
８
２
８

や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

　

☎
４
２
・
４
１
２
６

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

☎
４
２
・
４
１
１
１

施　

設　

名

12

月

1

月

月

火

水

木

金

土

日

月

火

27

28

29

30

31

1

2

3

4

市役所

市
役
所

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

八
郷
総
合
支
所

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

保健センター

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

水道

湖
北
水
道
企
業
団

　

☎
２
４
・
３
２
３
２

八
郷
水
道
事
務
所

　

☎
４
３
・
１
１
１
８

図書館・公民館・市民会館

中
央
図
書
館

　

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
公
民
館

　

☎
４
３
・
６
２
６
２

府
中
地
区
公
民
館

　

☎
２
４
・
１
５
３
０

国
府
地
区
公
民
館

　

☎
２
２
・
２
９
４
０

東
地
区
公
民
館

　

☎
２
６
・
６
５
０
３

城
南
地
区
公
民
館

　

☎
２
６
・
３
３
４
１

石
岡
市
民
会
館

　

☎
２
２
・
５
１
８
７

児童施設など

児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６
・
３
６
７
８

児
童
館

　

☎
２
２
・
３
８
５
８

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
・
８
０
１
１

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
２
４
・
０
３
２
２

水
道
管
破
裂
の
と
き
は
、

連
絡
く
だ
さ
い
。

自
動
交
付
機
も
停
止

自
動
交
付
機
も
停
止

自
動
交
付
機
も
停
止

水
道
管
破
裂
の
と
き
は
、

連
絡
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
と

し
尿
く
み
取
り

休業期間のお知らせ年末
年始

市の施設など●休業期間中、出生・死亡
届などの戸籍届出事務は市
役所・八郷総合支所で、日
直が受け付けます。

休業日

自
動
交
付
機
も
停
止

自
動
交
付
機
も
停
止

（
ま
ち
な
か
中

継
セ
ン
タ
ー
）

【12月 27 日～１月４日・休館日などを含む】
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施　

設　

名

12

月

1

月

月

火

水

木

金

土

日

月

火

27

28

29

30

31

1

2

3

4

スポーツ施設

石
岡
運
動
公
園

　

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

☎
４
３
・
６
８
８
４

石
岡
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
５
１
９
１

柏
原
野
球
公
園

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

石
岡
小
学
校
温
水
プ
ー
ル

　

☎
２
３
・
１
０
８
８

その他の施設

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

　

☎
３
５
・
１
１
２
６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

常
陸
風
土
記
の
丘

　

☎
２
３
・
３
８
８
８

朝
日
里
山
学
校

　

☎
５
１
・
３
１
１
７

旭
台
会
館

　

☎
２
６
・
１
３
６
６

白
雲
荘

　

☎
２
６
・
４
１
２
６

社
会
福
祉
協
議
会 

石
岡
本
所

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

社
会
福
祉
協
議
会 

八
郷
支
所 

　

☎
３
６
・
４
３
１
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
７
・
５
１
７
１

乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト

　

☎
２
３
・
５
５
０
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
３
３
９
９

石
岡
地
方
斎
場

　

☎
２
２
・
６
８
２
８

や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

　

☎
４
２
・
４
１
２
６

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

☎
４
２
・
４
１
１
１

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
と

し
尿
く
み
取
り

★
ご
み
の
収
集

・
決
め
ら
れ
た
指
定
収
集
日
に
時
間
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
末
は
、
自
己
搬
入
が
多
く
な
り
周
辺
道
路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
大
掃

除
は
早
め
に
済
ま
せ
て
、
ご
み
は
指
定
日
に
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

石岡地区

コ
ー
ス

年
末
最
終
日

年
始
開
始
日

収
集
品
目

収
集
品
目

Ａ
コ
ー
ス 

燃
え
る
ご
み　
　

　
　
　
　
　

月
・
木
曜
日

12
月
27
日
（
月
）
１
月
３
日
（
月
）

燃
え
る
ご
み

燃
え
る
ご
み

Ｂ
コ
ー
ス 

燃
え
る
ご
み　
　

　
　
　
　
　

火
・
金
曜
日

12
月
28
日
（
火
）
１
月
３
日
（
月
）

燃
え
る
ご
み

無
色
の
び
ん

八郷地区

コ
ー
ス

年
末
最
終
日

年
始
開
始
日

収
集
品
目

収
集
品
目

林
・
小
桜
・
高
友
・
金
指
・
片
野

12
月
28
日
（
火
）
１
月
４
日
（
火
）

可
燃
ご
み

可
燃
ご
み

張
間
・
パ
セ
オ
パ
ル
ケ
・
南
山
崎
・

園
西
・
宿
山
崎
・
柴
間
・
富
士
ハ

イ
ラ
ン
ド

12
月
28
日
（
火
）
１
月
４
日
（
火
）

可
燃
ご
み

可
燃
ご
み

右
記
以
外
の
園
部

12
月
27
日
（
月
）
１
月
５
日
（
水
）

可
燃
ご
み

無
色
ビ
ン

恋
瀬
・
瓦
会
・
長
堀
・
八
重

12
月
28
日
（
火
）
１
月
４
日
（
火
）

可
燃
ご
み

可
燃
ご
み

細
谷
・
上
青
柳
・
下
青
柳
・
原
押

越
・
加
生
野
・
須
釜
・
小
幡
・
葦

穂
・
柿
岡
（
新
地
）

12
月
28
日
（
火
）
１
月
４
日
（
火
）

茶
色
ビ
ン

そ
の
他
ビ
ン

カ
ン
・
不
燃
ご
み

柿
岡
（
新
地
を
除
く
）

12
月
27
日
（
月
）
１
月
５
日
（
水
）

可
燃
ご
み

そ
の
他
ビ
ン

カ
ン
・
不
燃
ご
み

休
業　

12
月
29
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　

１
月
２
日
（
日
）

【
石
岡
地
区
】

霞
台
厚
生
施
設
組
合

　

環
境
セ
ン
タ
ー

小
美
玉
市
高
崎
１
８
２
４–

２　

　
　
　
　
　
　

☎
２
６
・
０
２
４
６

休
業　

12
月
30
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　

１
月
３
日
（
月
）

【
八
郷
地
区
】

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合

　

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

か
す
み
が
う
ら
市
上
佐
谷
31–

１　

　
　
　
　
　
　

☎
５
９
・
４
６
４
９

★
し
尿
く
み
取
り

・
し
尿
の
く
み
取
り
は
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
石
岡
地
区
】

㈲
環
境
保
全　

 

☎
２
４
・
３
１
０
６

㈲
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

 

☎
２
６
・
５
２
４
４

石
岡
興
業
㈱　

 

☎
２
３
・
４
１
４
９

㈲
石
岡
衛
生　

 

☎
２
６
・
４
５
９
４

【
八
郷
地
区
】

㈲
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

 

☎
２
６
・
５
２
４
４

石
岡
興
業
㈱　

 

☎
２
３
・
４
１
４
９

㈲
石
岡
衛
生　

 

☎
２
６
・
４
５
９
４

㈲
常
陸　
　
　

 

☎
２
３
・
１
１
６
６

㈲
八
郷
衛
生　

 

☎
４
４
・
０
１
５
１

小
松
崎
運
輸
㈲ 

☎
４
４
・
１
０
０
４

㈲
博
愛
社　
　

 

☎
４
６
・
４
４
５
３

 

●
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

環
境
対
策
課　

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
６
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課　

　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

★
ご
み
の
搬
入

＊
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
　

☎
４
２
・
２
９
２
２

＊
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね

　
　

☎
４
２
・
３
１
２
１

年
末
年
始
は

休
み
ま
せ
ん

 

●
問
い
合
わ
せ

・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
２
４
・
１
３
８
６

・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
４
３
・
６
６
５
５

年
末
年
始

診
療
当
番
医

　◆
受
付
時
間

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
受
付
時
間

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
３
時
30
分

午
後
６
時
～
９
時
30
分

外　

科

歯　

科

内
科
・
小
児
科

12 月
29
日

（
水
）

島
崎
歯
科
医
院　

☎
５
９
・
４
１
３
４

30
日

（
木
）

斉
藤
病
院　
　
　

☎
２
６
・
２
１
３
１

江
橋
歯
科
医
院　

☎
２
４
・
１
８
５
８

緊急診療所

（石岡市医師会病院内）

☎ 23-3515

31
日

（
金
）

山
王
台
病
院　
　

☎
２
６
・
３
１
３
０

1 月
１
日

（
土
）

石
岡
第
一
病
院　

☎
２
２
・
５
１
５
１

枝
歯
科
医
院　
　

☎
４
３
・
０
０
５
８

２
日

（
日
）

石
岡
循
環
器
科　

脳
神
経
外
科
病
院

☎
５
８
・
５
２
１
１

３
日

（
月
）

八
郷
整
形
外
科
内

科
病
院　
　
　
　

☎
４
６
・
１
１
１
５

高
野
歯
科
医
院　

☎
２
３
・
７
８
９
６

　５　 広報いしおか　№１２４

 

吉
田
歯
科
医
院

☎
０
２
９
・

８
３
１
・
０
５
０
３

 

美
並
歯
科
医
院

☎
０
２
９
・

８
９
８
・
２
２
１
１



　

近
年
は
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
各
地
で
風
水
害
・
土
砂
災
害
に
よ

る
重
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
風
水
害
や
土
砂
災
害
か
ら
住
民
を
守
り
、
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、11
月
７
日
に
高
浜
・
北
根
本
地
区
（
高
浜
小
学
校
）
と
大
増
地
区
（
大

増
多
目
的
セ
ン
タ
ー
）
で
地
域
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

は
、
消
防
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
地
域
住
民
と
の
相
互
協
力
体
制
の
緊
密

化
や
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
へ
の
理
解
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
想
定
し
た
災
害
に
対
応
し
た
避
難
所
開
設
訓
練
・
応
急
処
置

訓
練
・
応
急
担
架
作
成
・
土
の
う
作
成
・
消
火
訓
練
な
ど
を
関
係
機
関
と

地
域
住
民
が
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
数
日
前
か
ら
の
総
雨
量
が
５
０
０
㎜
と
な

り
、
河
川
の
氾
濫
や
、
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
こ
と
を

想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
高
浜
・
北
根
本
お
よ
び
大
増
地
区
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
、
避
難
し
て
き
た
住
民
た
ち
は
避
難
所
の
開
設
や
避
難

誘
導
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
防
災
訓
練

地
域
防
災
訓
練

地
域
防
災
訓
練

風
水
害
や
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に

粉
末
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練

大増地区 高浜・北根本地区大増多目的センター
参加総数　151 人

高浜小学校
参加総数　332 人

防
災
・
防
火
講
話

土
の
う
作
成
訓
練

応
急
処
置
訓
練
（
心
肺
蘇そ

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

毛
布
と
竹
棒
で
応
急
担
架
作
成

積
み
土
の
う
訓
練

防災ヘリコプター救出訓練

●問い合わせ
総務課
☎ 23-1111（内線 255）

防災ひとくちメモ②

　マグニチュード（Ｍ）が地震そのもののエネルギー
の大きさを表すのに対し、震度はそれぞれの場所で
の揺れの程度を表したものです。
　マグニチュードが、0.2 増すとエネルギーの大き
さはおよそ２倍になるので、マグニチュードが１大
きくなると、地震のエネルギーは約 32倍になりま
す。マグニチュードが２大きくなると約 1000 倍に
なります。
　現在、震度を表すのに、揺れの度合いを 10階級
（０・１・２・３・４・５弱・５強・６弱・６強・７）
に分けた「震度階級」が使われています。

　マグニチュードや震源からの距離が同じであって
も、地盤の軟弱な場所では、地盤の固い場所に比べ
て揺れが強くなります。そのため、震源から遠くて
も建物の倒壊などの被害が多くなります。
　地盤の揺れやすい場所では、家具の固定や耐震補
強を行いましょう。
　詳しくは「表層地盤揺れやすさマップ」( 内閣府）
で見ることができます。
　 http ://www.bousai .go . jp/oshirase/h17/
yureyasusa/ibaraki.pdf　

　マグニチュード（Ｍ）が地震そのもののエネルギー　マグニチュード（Ｍ）が地震そのもののエネルギー
「震度」と「マグニチュード」

「自分が住んでいる場所の地盤を知る！」

広報いしおか　№１２４　６
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劇
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
介
護
し
て
い
る
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
人
な

ど
、
認
知
症
の
介
護
に
関
心
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
17
日
（
金
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

講
師　

六
角 

僚
子 

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人 

認
知
症
ケ
ア
研
究
所 

代
表
理
事
）

募
集
人
員　

２
０
０
名

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
締
切　

12
月
15
日
（
水
）

　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
３
５
・
１
１
２
７

住
民
基
本
台
帳
カ
�
ド
を

　
　
　
　
　
　
取
得
す
る
と

①
顔
写
真
付
き
は
、
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

②
電
子
証
明
書
（
有
料
）
に
よ
り
ｅ

-

ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）が
で
き
ま
す
。

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
「
い
し

お
か
市
民
カ
ー
ド
」（
印
鑑
登
録
証
）

と
し
て
利
用
申
請
す
れ
ば
、
証
明
書

自
動
交
付
機
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
す
で
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
で
「
い
し
お
か
市

民
カ
ー
ド
」
と
し
て
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
申
請
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

は
、
住
民
基
本
カ
ー
ド
（
写
真
な
し

の
カ
ー
ド
の
場
合
は
運
転
免
許
証
な

ど
が
必
要
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。
す

で
に
「
い
し
お
か
市
民
カ
ー
ド
」
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
カ
ー
ド
を
回
収

し
ま
す
。

・
印
鑑
証
明
書

・
住
民
票

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

　
　
　
　
無
料
で
取
得
で
き
ま
す

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

・
軽
自
動
車
税
用
住
所
証
明
書

・
所
得
証
明
書

・
市
県
民
税
課
税
証
明
書

・
市
県
民
税
非
課
税
証
明
書

・
市
税
納
税
証
明
書

・
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
車
検
用
）

①
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
、
写
真
付
き
の
官
公
署
が
発
行
し

た
証
明
書
（
無
い
場
合
は
、
郵
便
で

本
人
照
会
を
し
ま
す
の
で
、
即
日
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
）

②
認
め
印

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
総
合
窓
口
３
番
ま
た
は
八
郷
総

合
支
所 

市
民
窓
口
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
、
申
請
日
か
ら
10
年
で
す
。

※
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
取

得
に
５
０
０
円
か
か
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
）

自
動
交
付
機
で

　
　
取
得
で
き
る
証
明
書
は

▲写真付き住民基本台帳カード

▲写真なし住民基本台帳カード

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
場
所
は

　

現
在
、
65
歳
以
上
の
約
14
人
に
一

人
が
認
知
症
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら
に
増
え
続
け

る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
が
な
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
脳
の
病
気
で
す
。
認
知
症

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
、
ま
た
、
地
域
で
支

え
て
い
く
た
め
に
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
そ

の
人
ら
し
い
人
生
に
寄
り
添
い
、
支

え
あ
え
る
介
護
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

参
加
者
に
は
、認
知
症
の
人
の「
応

援
者
」
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡

さ
れ
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
認
知
症
の
講
義
の

ほ
か
、
認
知
症
の
高
齢
者
と
そ
の
人

を
支
え
る
人
々
の
生
活
を
演
じ
た
寸

認
知
症

　
介
護
研
修
会
を
開
催12月17日

　７　 広報いしおか　№１２４



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

石
岡
小
が
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
室
で
実
験
と
試
乗

▲完成した校舎の前でテープカットをする関係者

　

10
月
12
日
、
石
岡
小
学
校
で
５
年

広報いしおか　№１２４　８

▲水素燃料電池自動車の二酸化炭素排出量を測定器で確認する児童たち

年
生
66
人
を
対
象
に
「
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
室
80
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
岩
谷
産
業
㈱
が
創
業
80

周
年
記
念
事
業
と
し
て
全
国
80
校
で

行
っ
た
環
境
教
育
で
、
市
内
の
茨
石

商
事
㈱
を
介
し
て
の
教
室
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
社
員
か
ら
実
験
を

通
し
て
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
二
酸
化

炭
素
を
出
さ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
、
水
素
は
水
か

ら
生
ま
れ
て
水
に
還
る
こ
と
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
校
庭
で
水

素
燃
料
電
池
自
動
車
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

測
定
器
で
確
認
す
る

と
、
数
値
は
変
ら
ず
に

水
が
出
た
だ
け
で
し

た
。
そ
の
後
、
水
素
燃

料
電
池
自
動
車
の
体
験

試
乗
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
に
参
加
し

た
児
童
た
ち
は
「
水
素

は
環
境
に
よ
く
、
画
期

的
な
も
の
だ
と
わ
か
っ

た
」「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
興
味
を
持
っ
た
」「
車

の
音
が
静
か
で
、
加
速

し
て
も
ス
ー
ッ
と
行
く

よ
う
な
感
じ
で
す
ご
い

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
６
０
８
人
が
参
加

▲玉入れに汗を流す参加者

　

10
月
２
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育

館
で
第
18
回
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
体
力
の
維
持
や
増
進
を
図
り
、
社

会
参
加
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
施
設
や
団
体
、

小
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
来
賓

な
ど
６
０
８
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
30
メ
ー
ト
ル
競
走
や

魚
釣
り
競
技
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど

の
個
人
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

生
懸
命
走
る
姿
に
、
会
場
の
あ
ち
こ

七
代
天
神
社
で
代
々
神

楽
奉
納

▲田耕の舞

　

11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
、
根
小

屋
の
七
代
天
神
社
で
、
代
々
神
楽

（
十
二
神
楽
・
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
楽
は
、
二
人
の
巫
女
に
よ
る
巫

女
舞
で
始
ま
り
、
槍
の
舞
、
長
刀

の
舞
、
剣
の
舞
、
田た

う
な
い耕

の
舞
な
ど
、

十
二
座
中
六
座
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

見
物
客
は
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い

た
餅も

ち
ま
き撒

の
舞
が
始
ま
る
と
、
赤
鬼
と

青
鬼
が
勢
い
よ
く
ま
く
餅
を
う
れ
し

そ
う
に
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

昼
食
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
木
村
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
の
動
き
に
合
わ
せ

て
身
体
を
動
か
し
た
り
、
石

岡
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演

奏
に
耳
を
傾
け
た
り
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
団
体
競
技
に
は
、

７
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
玉

入
れ
や
障
害
物
リ
レ
ー
な

ど
、
互
い
に
競
い
合
い
ま
し

た
。
応
援
に
も
熱
が
入
り
、

自
分
の
チ
ー
ム
が
勝
利
す
る

と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
今
年

の
団
体
の
部
で
は
、
光
風
荘
・
光

風
荘
ア
ネ
ッ
ク
ス
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
仲
間
や
家
族
と
ス

ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
楽
し
い
秋

の
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

と
思
っ
た
」「
大
人
に
な
る
頃
ま
で

に
は
、
燃
料
電
池
車
の
選
択
肢
が
多

く
な
っ
て
い
て
欲
し
い
」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。



【
小
学
３
年
生
男
子
】 

 

優
勝  　

石
岡
小  

３
年 

鈴
木　

颯
は
や
て

 

３
位  　

府
中
小  

３
年 

木
村　

豪ご
う

・
平
成
22
年
度
日
本
学
校
保
健
会　

「
健
康
教
育
推
進
学
校
」

　

茨
城
県
最
優
秀
賞　

石
岡
小
学
校

＊
小
学
校
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
情
報
に
基
づ
き
、

受
賞
者
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

学
年
は
、
受
賞
時
の
も
の
で
す
。

・
第
６
回
メ
リ
ッ
ト
「
み
ん
な
の
夢
」

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

全
国
優

秀
賞　
　

 

石
岡
小 

３
年 

駒
田
悠
人

・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ 

第
３
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

【
小
学
２
年
生
男
子
】 

 

優
勝       

石
岡
小 

２
年 

朝
賀
遼は

る
と人

受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
５
日
、
石
岡
市
民
会
館
で
戦

没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
戦
没
者
の
遺
族
や
来
賓

な
ど
３
２
２
人
が
出
席
し
、
戦
没
者

を
追
悼
す
る
と
と
も
に
恒
久
の
平
和

を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
戦
没
者
の
冥め

い
ふ
く福

を
祈

り
、
参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

市
長
は
式
辞
で
「
戦
没
者
の
方
々

に
思
い
を
馳は

せ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

厳
か
に
戦
没
者
追
悼
式

が
開
催

▲戦没者を偲び献花する出席者

お
祈
り
い
た
し
ま
す
」
と
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
遺
族
の
労
苦
を
慰

め
、
さ
ら
に
「
今
後
二
度
と
戦
争
を

繰
り
返
さ
ず
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
平

和
が
永
久
に
続
く
よ
う
不
断
の
努
力

を
し
て
参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
市
長
を
は
じ
め
来
賓
、

遺
族
会
役
員
や
遺
族
代
表
な
ど
が
、

戦
没
者
を
偲し

の

び
つ
つ
献
花
を
し
ま

し
た
。　

▲しし鍋マップ

　

今
年
も
、
八
郷
商
工
会
で
は
し
し

鍋
の
味
わ
え
る
10
店
舗
を
紹
介
す
る

「
し
し
鍋
マ
ッ
プ
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

し
し
鍋
は
、
狩
猟
期
間
に
捕
獲
さ

れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
使
用
す
る
た

め
、
11
月
か
ら
３
月
中
旬
頃
ま
で
の

期
間
限
定
の
味
で
す
。
ま
た
、
江
戸

時
代
に
は
「
山
鯨｣

と
称
さ
れ
、
身

体
を
あ
た
た
め
る
薬
食
で
も
あ
っ
た

し
し
肉
は
、
高
度
不
飽
和
脂
肪
酸
も

多
く
含
ん
で
い
て
、
ヘ
ル
シ
ー
な
食

材
で
す
。

　

し
し
鍋
を
提
供
す
る
店
舗
は
、
味

付
け
や
食
材
に
も
こ
だ
わ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
味
わ
い
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▲生き物調査に矢場公園を訪れた住民たち

染
谷
地
区
で

    

　矢
場
公
園
を
整
備

　

染
谷
地
区
で
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
国
の
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

事
業
で
、
地
区
内
の
農
地

を
保
全
す
る
た
め
の
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
今
年
の
５

月
頃
か
ら
水
田
の
未
耕
作

地
を
整
地
し
て
池
と
小
川

を
作
り
、
メ
ダ
カ
を
放
流
。

空
い
て
い
る
部
分
に
は
ア

ヤ
メ
を
植
栽
し
、
休
憩
所

も
建
て
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
辺
り
に
も
と
も
と
生

息
し
て
い
た
ホ
タ
ル
を
、

増
や
す
活
動
も
始
め
ま
し
た
。
こ
う

し
て
公
園
が
完
成
し
、
小
字
名
に
ち

な
ん
で
「
矢
場
公
園
」
と
命
名
。
み

ん
な
に
訪
れ
て
欲
し
い
と
駐
車
場
も

整
備
し
ま
し
た
。

　

染
谷
区
や
水
田
管
理
組
合
、
子
ど

も
会
、
環
境
美
化
ク
ラ
ブ
、
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
、
消
防
団
な
ど
の
役
員
数

名
で
始
め
た
活
動
も
、
今
年
９
月
か

ら
は
公
園
の
維
持
・
管
理
組
織
を
立

ち
上
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
、
来
年
の
ア
ヤ
メ
の
開

花
や
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
楽
し
み
に
、

今
後
も
継
続
し
て
、
維
持
・
管
理
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

し
し
鍋
マ
ッ
プ
は
、八
郷
商
工
会
、

市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）
な

ど
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
八
郷
商
工
会 

☎
４
３
・
０
２
４
７

・
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
２
）

■
「
し
し
鍋
マ
ッ
プ
」
が
完
成

　■
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住
民

戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
請
求

住
民
票
／
除
票
の
写
し
の
交
付
請
求

付
記
転
出
届

身
分
（
身
元
）
証
明
書
の
交
付
の
申
請

税

家
屋
現
況
証
明
交
付
申
請

家
屋
の
滅
失
の
届
出

固
定
資
産
評
価
／
公
課
証
明
交
付
申
請

市
・
県
民
税
課
税
証
明
交
付
申
請

事
業
所
所
在
証
明
交
付
申
請

納
税
証
明
交
付
申
請

母
子

母
子
健
康
手
帳
交
付
申
請
（
妊
娠
届
出
）

国
保

介
護
保
険
住
所
地
特
例
適
用
・
変
更
・
終
了
届

介
護
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
（
変
更
）
届
出

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
に
係

る
申
請
（
70
歳
以
上
74
歳
以
下
）

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
に
係

る
申
請
（
69
歳
以
下
）

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
簡
易
申
告

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続

修
学
中
被
保
険
者
該
当
届

乳
幼
児
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
交
付
申
請
（
マ
ル
福
）

妊
産
婦
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
交
付
申
請
（
マ
ル
福
）

要
介
護
（
支
援
）
認
定
申
請

児
童
手
当

児
童
手
当
額
改
定
請
求
（
増
額
／
減
額
）

児
童
手
当
現
況
届
出

児
童
手
当
等
受
給
事
由
消
滅
届

児
童
手
当
認
定
請
求

下
水
道

公
共
下
水
道
使
用
開
始
届
（
八
郷
地
区
は
除
く
）

公
共
下
水
道
使
用
者
等
変
更
届
（
八
郷
地
区
は
除
く
）

公
共
下
水
道
中
止
届
（
八
郷
地
区
は
除
く
）

犬
の
登
録
犬
の
死
亡
の
届

犬
の
登
録
事
項
変
更
届

生
活
環
境

経
過
措
置
と
し
て
の
特
定
施
設
設
置
者
の
届
出

特
定
建
設
作
業
の
実
施
の
届
出

特
定
施
設
設
置
者
た
る
地
位
の
承
継
の
届
出

特
定
施
設
設
置
者
の
氏
名
等
の
変
更
に
関
す
る
届
出

特
定
施
設
の
数
等
の
変
更
に
関
す
る
届
出

特
定
施
設
の
設
置
の
届
出

介
護
保
険

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書

要
介
護
（
支
援
）
更
新
認
定
申
請

要
介
護
（
支
援
）
認
定
区
分
変
更
申
請

情
報
公
開
公
文
書
の
公
開
（
開
示
）
請
求

　
「
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

県
や
市
町
村
へ
の
様
々
な
手
続
き
を
分
野
ご
と
に

整
理
し
て
、
最
新
情
報
を
県
・
市
町
村
別
に
24
時

間
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

数
多
く
の
行
政
手
続
き
の
中
か
ら
目
的
の
申
請

書
を
簡
単
な
操
作
で
検
索
し
、
自
宅
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
簡
単
に
電
子
申
請
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
書
や
関
連
資
料
な
ど
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
窓
口
に
持
参
し
、
申
請
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

石岡市で利用できる手続き

いばらき電子申請・届出
サービスの利用を

インターネットを利用していつでも申請や届出が

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

個
人
利
用
者
に
電
子
証
明
書
を

交
付
し
、
電
子
的
に
本
人
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

商
業
登
記
に
基
づ
く
電
子
認
証

が
必
要
で
す
。 

　

法
人
の
登
記
情
報
を
、
電
子
認

証
登
記
所
が
電
子
証
明
書
と
し
て

発
行
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
５
１
）

いばらき電子申請・届出サービスのホームページアドレス

https://www1.asp-ibaraki . jp/e-home/SinseiPortal/
toppage.do?dispatch=init ia l ize

利
用
す
る
に
は

　
「
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出

サ
ー
ビ
ス
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。

手
続
き
に
よ
り

・
電
子
証
明
書
を
取
得
し
た
住
基

カ
ー
ド 

・
住
基
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
を

読
み
取
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ 

・
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ

フ
ト 

が
必
要
で
す
。

い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

s://w
w

w
1
.asp

-
ib

a
ra

k
i.jp

/e
-h

o
m

e
/

Sin
seiP

ortal/top
p
age.

do?dispatch=initialize
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収
納
対
策
課

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
、
収
納
対
策
課
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

預貯金 48 件
生命保険 1 件
不動産 1 件
動　産 1 件
合　計 51 件
22 年度
累計 435 件

10月の差押件数

暮
ら
し
の
中
の
　
　
だ
よ
り

税

　

地
方
税
法
な
ど
で
は
、
税
の
徴
収

職
員
は
滞
納
者
の
市
税
に
つ
き
、
そ

の
財
産
を
差
押
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
期
限
内
に
納
付
し
な

い
人
に
対
し
て
督
促
状
を
送
付
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
に

は
、
電
話
で
の
催
告
・
自
宅
訪
問
・

催
告
書
送
付
な
ど
に
よ
り
強
く
自
主

納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
再
三
の
催
告
に
も
応
じ

ず
、
納
付
相
談
の
連
絡
も
な
く
、
納

税
に
誠
意
の
見
ら
れ
な
い
滞
納
者
に

対
し
て
は
、
納
付
し
て
い
る
人
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
資
産
や
収
入

の
調
査
を
行
い
、
差
押
え
を
行
い
ま

す
。

　

差
押
え
の
対
象
は
、
預
貯
金
・
給

与
・
不
動
産
・
動
産
（
自
動
車
な
ど
）・

生
命
保
険
・
国
税
還
付
金
な
ど
で
す
。

差
押
え
た
財
産
は
、
公
売
な
ど
に
よ

り
換
価
し
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
に

◆
不
動
産
を
差
押
え
ら
れ
る
と
…

・
不
動
産
の
登
記
簿
上
に
「
差
押
」

の
表
示
が
さ
れ
ま
す
。

・
本
人
お
よ
び
抵
当
権
者
な
ど
、
登

記
簿
上
の
権
利
者
に「
差
押
通
知
書
」

を
送
付
し
、
不
動
産
を
差
押
え
た
こ

「
直
接
税
」
… 

法
律
上
の
納
税
義
務

者
と
実
際
の
負
担
者
が
同
一
で
あ
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
税
で
、
所
得

や
資
産
の
多
少
に
応
じ
て
課
税
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
な
負
担
能
力

の
大
き
い
人
ほ
ど
重
い
税
負
担
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
税
で
す
。
税
金

の
主
な
種
類
は
、
所
得
税
、
法
人
税
、

税
務
用
語
コ
ー
ナ
ー

贈
与
税
、
相
続
税
な
ど
で
す
。

「
間
接
税
」
… 

税
負
担
の
転
嫁
が
行
わ

れ
る
た
め
、
納
税
義
務
者
と
実
際
に

税
を
負
担
す
る
人
が
異
な
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
税
で
、
消
費
の
大
き

さ
が
等
し
け
れ
ば
等
し
い
負
担
を
負

う
こ
と
に
な
り
、
所
得
が
少
な
い
ほ

ど
収
入
に
対
し
て
税
負
担
が
相
対
的

に
重
く
な
り
ま
す
。
税
金
の
主
な
種

類
は
、
消
費
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
、

揮
発
油
税
、
印
紙
税
な
ど
で
す
。

「
直
接
税
」
と
「
間
接
税
」

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

悪
質
な
滞
納
者
に
は

　
　

滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す

充
て
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

…
納
期
限
ま
で
に
完

納
し
て
い
な
い
場
合
、
督
促
状
を
送

付
し
ま
す
。

　
　
　

 

…
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど

の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

　
　

 

…
公
売
、
取
立
て
に
よ
り
滞

納
し
て
い
る
税
金
に
充
当
し
ま
す
。

　
　
　
　

  

…
金
融
機
関
や
勤
務
先

な
ど
に
対
し
、財
産
調
査
を
し
ま
す
。

督
促
状
送
付

財
産
調
査

差
押
え

換
価

 
◎ 
滞
納
処
分
の
流
れ 

◎

と
を
通
知
し
ま
す
。

・
差
押
不
動
産
を
売
却
し
よ
う
と
し

て
も
、
差
押
え
の
登
記
が
あ
る
た
め

売
却
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

・ 

差
押
え
後
も
納
付
が
な
い
場
合

は
、「
公
売
」
し
、
滞
納
市
税
に
充

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
預
貯
金
・
給
与
を
差
押
え
ら
れ
る

と
…

・
預
貯
金
の
場
合
は
金
融
機
関
へ
、

給
与
の
場
合
は
勤
務
先
へ
、「
差
押

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

・
差
押
え
た
預
貯
金
・
給
与
は
取
り

立
て
後
、
滞
納
市
税
に
充
当
さ
れ
ま

す
。

◆
本
人
の
同
意
の
な
い
差
押
え
も
有

効
…

・
法
律
で
は
、「
督
促
状
を
発
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た

日
ま
で
に
完
納
し
な
い
と
き
」
は
、

い
つ
で
も
財
産
を
差
押
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
同
意
の
な
い
差
押
え
も
有

効
で
す
。

◆
差
押
え
を
解
除
す
る
に
は
…

・
差
押
え
の
対
象
と
な
っ
た
市
税
及

び
納
付
日
ま
で
の
延
滞
金
を
、
す
べ

て
納
付
す
れ
ば
解
除
さ
れ
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
収
納
対
策
課
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
（
一
部

分
で
も
該
当
）、
市
で
は
取
り
壊
し

を
し
た
家
屋
の
現
状
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
必
ず
届

出
（「
滅め

っ
し
つ失

届
」）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

取
り
壊
し
た
と
き
は
、
認
め
印
を

持
参
し
、
市
役
所 

税
務
課
ま
た
は

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
に
届

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
滅
失
届
」
は
、
各
窓
口
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://www.city.ishioka.lg.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
課
税
基
準
日
は
１

月
１
日
で
す
。
年
内
に
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
翌
年
度
か
ら
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
詳
し
く
は
、
税
務
課 

資
産
税
担
当
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
５
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　
　
　
　
　
必
ず
届
け
出
を
！

１１　 広報いしおか　№１２４



市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
10
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
５
０
件
（
△
29
）

・
死
者
数　
　
　

６
名
（
＋
３
）

・
負
傷
者
数　

３
１
８
名
（
△
37
）

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
、
△

は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト

石
岡
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

２
０
１
１
シ
ー
ズ
ン
ツ
ア
ー

　

石
岡
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、２
０
１
１

シ
ー
ズ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
無
料
講
習

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
家
族
・
友
達

と
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　

２
月
11
日（
金
）～
13
日（
日
）

※
２
月
11
日
（
金
）
の
午
前
３
時
20

分
ま
で
に
、
関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
石

岡
営
業
所
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

山
形
県 

山
形
蔵
王
ス
キ
ー
場

宿
泊
場
所　

ホ
テ
ル
松
金
屋
ア
ネ
ッ

ク
ス

定
員　

40
名

２
月
11
日
～
13
日

会
費　

２
万
８
０
０
０
円

申
込
方
法　

申
し
込
み
先
に
備
え
て

あ
る
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
締
切　

１
月
６
日
（
木
）

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

・
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
か
み
の
（
旭
台
３

-

16-

21
）
☎
２
６
・
３
３
９
９

・
ナ
ガ
ヤ
マ
ス
ポ
ー
ツ
石
岡
店
（
東
石

岡
１-

９-

33
）
☎
２
６
・
９
３
５
１

ひ
ま
わ
り
体
操 

第
３
弾

　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
体
操
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

初
め
て

１
月
６
日
～

１
日
生
け
花
講
習
会

◇
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る

　

家
庭
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
む
と
き
に
、
す
て
き
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
花
が
、心
を
温
か
く
し
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

教
材
費　

２
０
０
０
円

◇
お
正
月
を
生
け
る

　

す
て
き
な
お
正
月
を
生
け
て
、
新

年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
25
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

教
材
費　

２
５
０
０
円

定
員　

各
10
名

講
師　

高
橋 

豊
美 

先
生
（
両
講
座
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
講
座
と
も
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。
月
曜
日
は

休
館
の
た
め
、申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

12
月
４
日
（
土
）
～
11

日
（
土
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

旭
台
会
館

参
加
す
る
人
、
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

１
月
６
・
13
・
20
・
27
日
、

2
月
3
・
10
・
17
・
24
日
、
３
月
３
・

10
・
17
・
24
日
の
木
曜
日　

全
12
回

午
後
3
時
30
分
～
５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運
動
を

制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

募
集
人
員　

30
名

内
容　

ダ
ン
ベ
ル
、
ボ
ー

ル
な
ど
を
使
用
し
た
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操

講
師　

木
村 

幸
子 

先
生

費
用　

無
料

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
開
始

は
12
月
７
日
（
火
）
か
ら
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
土
・

日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

広報いしおか　№１２４　１２

石岡市役所
　☎ 23 ー 1111
八郷総合支所
　☎ 43 ー 1111
石岡消防署
　☎ 23 ー 0119
八郷消防署
　☎ 43 ー 6491
火災情報
　☎ 24 ー 1818
テレホンサービス
　☎ 080-0800-7766
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　昭和 23（1948）年 12 月 10 日、国連総会で世
界人権宣言が採択されたのを記念し、この日を「人
権デー（Human  Rights  Day）」と定めました。
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、人権デー
を最終日とする 12 月４日から 10 日までを「人権
週間」として、各種の人権啓発活動を行っています。
　一人ひとりはみな違いますが、人権はすべての人
に平等に保障されています。しかし、自分の人権を
主張するだけでは、他の人の人権を侵害することも
あります。
　人権週間にあたり、人権は自分と同じように他の
人にもあることや、お互いに相手の立場を考えて、
豊かな人間関係をつくりま
しょう。
　　　　　　　　
水戸地方法務局　
茨城県人権擁護委員連合会

12 月４日～ 10 日は人権週間です

情報　ネットワーク

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学 

茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０
６
８
３

　

 http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

そ

の

他

農
用
地
区
域
除
外
と
用
途

区
分
変
更
の
申
請
受
付

　

市
で
は
、
本
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
22
年

12
月
28
日
（
火
）
を
も
っ
て
農
用
地

区
域
除
外
申
請
と
用
途
区
分
変
更
申

請
の
受
け
付
け
を
休
止
し
ま
す
の
で
、

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

農
政
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

12
月
28
日
ま
で

障
害
者
控
除
対
象
者
に

　認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

を
す
る
時
に
障
害
者
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
認
定
書
を
交
付
し
ま

す
。

対
象
者　

介
護
を
要
す
る
人
、
ま
た

は
税
法
上
の
障
害
者
控
除
に
該
当
す

る
程
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

｢

元
気
い
し
お
か
商
品
券｣

の
利
用
は
お
早
め
に
！

平
成
23
年
１
月
10
日
ま
で

　

「
元
気
い
し
お
か
商
品
券
」
の
有

効
期
限
は
、
平
成
23
年
１
月
10
日

（
月
）
ま
で
で
す
。
有
効
期
限
を
過

ぎ
た
場
合
は
、
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、早
め
に
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

石
岡
商
工
会
議
所　

☎
２
２
・
４
１
８
１

八
郷
商
工
会

☎
４
３
・
０
２
４
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

旭
台
会
館

☎
２
６
・
１
３
６
６

ＦＡＸ
２
６
・
１
７
８
０

　

asahidai@
sm

ile.ocn.ne.jp

放
送
大
学

　４
月
入
学
生
募
集

平
成
23
年
度

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
４
月

入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

HP

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
教
養
学
部
が
、

学
位
の
習
得
を
目
指
す
全
科
履
修

生
、
希
望
す
る
科
目
を
１
年
間
学
ぶ

選
科
履
修
生
、６
か
月
間
（
１
学
期
）

学
ぶ
科
目
履
修
生
で
す
。大
学
院
は
、

修
士
選
科
生
（
１
年
間
）
と
修
士
科

目
生
（
６
か
月
間
）
で
す
。

　

希
望
者
に
は
詳
し
い
資
料
を
無
料

で
送
付
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
締
切

　平
成
23
年
２
月
28
日（
月
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
出
願
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど

を
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

※
審
査
に
基
づ
き
認
定
し
ま
す
の
で
、

該
当
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　

対
象
者
の
介
護
保
険

証
、
認
め
印
を
持
参
の
う
え
、
市
役

所 

高
齢
福
祉
課
ま
た
は
八
郷
総
合
支

所 

市
民
窓
口
課
で
申
請
く
だ
さ
い
。

※
申
請
人
と
対
象
者
が
異
な
る
場
合

は
、
両
方
の
認
め
印
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
認
定
書
は
後
日
郵
送

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

見本

１３　 広報いしおか　№１２４
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HP

　下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
た
区
域
の
人
は
、
目
的

を
理
解
し
、
一
日
も
早
く
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
石
岡
地
区
の
一
部
と
八

郷
地
区
の
下
水
道
ま
た
は
、
農
業

集
落
排
水
の
使
用
料
は
人
数
に
よ

る
算
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
使

用
人
数
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、

速
や
か
に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

石
岡
地
区　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　

 　
　
　
（
内
線
２
８
３
）

八
郷
地
区　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　

  　
　
（
内
線
１
１
６
４
）

　

市
で
は
快
適
で
住
み
よ
い
環
境

や
、
き
れ
い
な
川
・
湖
な
ど
美
し

い
自
然
を
守
る
こ
と

を
目
的
に
下
水
道
や

農
業
集
落
排
水
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で

は
、
台
所
・
風
呂
な
ど
か
ら
の
雑

排
水
や
ト
イ
レ
の
排
水
を
流
す
た

め
の
設
備
を
設
置
し
て
、
下
水
道

に
接
続
す
る
こ
と
が
、
下
水
道
法

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
は
、
区
域
一
帯

と
な
っ
て
接
続
し
な
い
と
、
区
域

全
体
の
農
村
環
境
や
生
活
環
境
の

改
善
が
進
み
ま
せ
ん
。

下水道  宝の水に  大へんしん

工
業
統
計
調
査
に

　
　協
力
く
だ
さ
い
！

　

平
成
22
年
の
工
業
統
計
調
査
を
、

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
行
う
調
査
で
、

12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
企
業
、

大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
調
査
票
の
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
課 

統
計
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

会
社
・
法
人
登
記
事
務
が

水
戸
地
方
法
務
局
へ

　

水
戸
地
方
法
務
局
土
浦
支
局
が
取

り
扱
っ
て
い
る
石
岡
市
の
会
社
や
法

人
の
登
記
事
務
は
、
12
月
20
日
（
月
）

12
月
20
日
か
ら

介
護
保
険
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12
月
19
日

　介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
制

度
は
定
着
す
る
一
方
で
、
様
々
な
問

題
点
も
出
て
い
ま
す
。
２
０
１
２

年
に
は
、
制
度
の

大
幅
改
正
も
予
定

さ
れ
い
る
こ
と
か

ら
、
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
介
護
を

足
元
か
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

１
月
19
日

日
時　

１
月
19
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

か
ら
水
戸
地
方
法
務
局 

法
人
登
記
部

門
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に
係

る
登
記
事
項
証
明
書
・
印
鑑
証
明
書

の
交
付
事
務
（
動
産
・
債
権
譲
渡
登

記
に
係
る
概
要
記
録
事
項
証
明
書
の

交
付
事
務
を
含
む
）
お
よ
び
電
子
証

明
書
の
発
行
事
務
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
土
浦
支
局
で
も
取
り
扱
い
ま

す
。
ま
た
、
不
動
産
登
記
事
務
に
つ

い
て
は
、
取
り
扱
い
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
法
務
局 
法
人
登
記
部
門

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
２
６

場
所　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

　
　
　
　
　
　（茨

城
３
─16
─20
）

演
題

　「
最
後
ま
で
人
間
ら
し
く

　

～
介
護
保
険
10
年
を
振
り
返
る
～
」

参
加
費　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

※
当
日
、
直
接
お
出
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
保
険
医
協
会

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
７
９
３
０

場
所　

土
浦
保
健
所 

大
会
議
室

　
　
　（土

浦
市
下
高
津
２
─７
─46
）

内
容

　「
発
達
障
害
の
理
解
と
そ
の

支
援
方
法
に
つ
い
て
」

講
師

　川
嶋 

浩
一
郎 

先
生

（
つ
ち
う
ら
東
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

定
員　

70
名
（
保
育
希
望
者
は
先
着

10
名
ま
で
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

申
込
期
間

　12
月
６
日
（
月
）
～
１

月
13
日
（
木
）

広報いしおか　№１２４　１４
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建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、

建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
現
場
労
働
者
の
た
め
の

茨
城
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
６
９
０
円
に
改
定

　

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最
低

賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
を
時
間

額
６
９
０
円
（
昨
年
度
か
ら
12
円
引

き
上
げ
）
に
改
正
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
額
は
、
平
成
22
年

10
月
16
日
か
ら
県
内
の
全
産
業
・
全

労
働
者
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
法
に
よ
り
、
最
低
賃
金

に
満
た
な
い
賃
金
額
を
内
容
と
す
る

契
約
は
、
労
使
双
方
の
合
意
で
締
結

し
て
も
、
賃
金
額
に
つ
い
て
は
無
効

と
な
り
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
契

約
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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22 単・市道 B7407 号線
排水整備工事 根小屋

希）      196
予）      187
落）      186

白田建設㈲ 10.15

22 国補 市営池の台
団地（1,2,3,4 号棟）
長寿命化改修工事

池の台
10051
番地

希）   6,040
予）   5,931
落）   5,737

興民建設㈱

10.22

21 石岡市特別養護老
人ホーム「のぞみ」
スプリンクラー設置工事

大砂
10527
番地 6

希）   2,620
予）   2,512
落）   2,480

㈱キンダイ

22 国補特環
第 2 号管渠工事 柿岡

希）   3,310
予）   3,270
落）   3,100

市村土建㈱

22 国補・市単
特環合併第 2 号
管渠工事

山崎・
宮ヶ崎

希）   3,170
予）   3,062
落）   2,980

白田組
土木㈱

22 単・市道 A3183 号線
道路改良工事第 1 号

国府
五丁目

希）   2,100
予）   2,068
落）   1,980

千代田
建設㈱

22 単・市道 A3183 号線
道路改良工事第 2 号

国府
五丁目

希）   1,960
予）   1,877
落）   1,841

小松﨑
工業㈱

22 単災・市道 B5460
号線 法面復旧工事 瓦谷

希）      269
予）      259
落）      253

㈲谷島組
土木 10.27

22 石岡市水道事業
漏水調査業務委託

（葦穂地区）

葦穂
地内

予）   178.5
落）   178.5 ㈱管路管理

10.13
22 石岡市水道事業
漏水調査業務委託

（小幡地区）

小幡
地内

予）   178.5
落）   178.5

㈱茨城
クリーン

メディック

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

22 国土調査事業
測量及び図面作成
業務委託

国府・若宮・
若松地区・
貝地Ⅱ・
駅東Ⅳ

希）      133
予）      130
落）      118

昭和測量㈱

H22
10.15

22 消防設備
点検業務委託（石岡
地区小学校９施設）

総社
一丁目

2番10号外
予）        80
落）        80 スイコー㈱

22 消防設備
点検業務委託（八郷
地区小学校 10 施設）

宮ヶ崎
6 番地外

予）        70
落）        70 泰昌防災

22 石岡市農業者
トレーニングセンター
照明設備改修工事

野田
希）      720
予）      691
落）      489

㈱ダイイチ
テクノ

サービス

21・22 国補 22 市単
合併舗装復旧
第 1 号工事

荒金
希）   1,064
予）   1,024
落）   1,000

㈱菱伸工営

22 旭台会館
屋上防水改修工事

旭台
二丁目

18 番 3 号

希）      228
予）      219
落）      158

小野防水㈱

22 旧瓦会保育所
解体工事 瓦谷

希）      863
予）      821
落）      810

㈱紺野
工務店

22 単・市道 B2322 号線
道路改良工事 小幡

希）      756
予）      746
落）      716

㈱よしみ

21・22 市単 22 国補
特環合併舗装復旧工事
第 1 号

小幡
希）      471
予）      454
落）      442

㈱鬼沢組

22 単・市道 A0113 号線
舗装工事

旭台
一丁目

希）      328
予）      320
落）      308

㈱長谷川
工務店

22 市道 B8679 号線
（仮称）八郷・新治線

付帯工事
柴内

希）      336
予）      331
落）      317

㈲関工業

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

10 月の入札結果10 月の入札結果

  ■問い合わせ  市役所 契約検査課 
　　　　　　　　　　☎ 23-1111（内線 263）
※水道事業の問い合わせは、
　　　　　　　　　　水道課☎ 43-1118 まで

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
に
設
立
し
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
人
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象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　
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特
長　

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単 

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要

経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
は
全

額
非
課
税

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
い
内
容
が

見
ら
れ
ま
す
。
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